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―橋大学コールメルクール

その創始を明治三十年に有し、現在迄五十回近い定期演奏会を開き、その他放送に各種音楽会に多く出場し、東都

にその名を輝かせう あゝる。戦後の活動は27年頃から漸く軌道に乗りだしたが、以後石丸氏の良き指導と多くの先輩

の助力によつて長足の進歩を遂げ、特に本年は多数の新入部員を得て、従来の量の不足をカバーできるに至つた。

当部の第一の特色はオーケストラとコーラスの協力であり、創部以来のオーケストラーコーラスの良き伝統を受けつ

ぎ、和やかな雰囲気の中に協同生活の実をあげている。尚、合唱部の名称たるコールメルクールは本学の校章 「マー

キユリーJ(ギ リシヤ神話の商業の神)に 由来している。

大阪市立大学グリークラブ

大阪市立大学グリークラブは、旧制大阪商科大学グリークラブ三十数年の歴史と伝統を受け継いで以来今日に及ん

でいる。過去に於て昭和十年代にはコンクール ・合唱祭等に独自の境地を見出し恰 もその黄金時代を築き上げ、関西

合唱界に於て確固たる地位を保つていたこともあつたが、現在に於てもその動向は極めて活漆であり、コンクール ・

合唱祭の参加は勿論のこと、我々の合唱をより高いものとするために、他合唱団と交流をはかり、対外活動も著しく

行われていると共に毎年末には定期演奏会を開く等、その活動の華々しさは他合唱団に類をみない程である。

レパー トリーは宗教曲を始めロシヤ ・イギリス ・日本の各民謡、黒人霊歌等、極めて広範囲に亘つて歌いこなして

いるが、とりわけ黒人霊歌が我々の最も得意とするレパートリーの一つであるのも未熟乍 らも彼等の自由への叫びを

真剣に考え乍ら歌つているからかも知れない。

神 戸 大 学 グ リ ー ク ラ ブ

神戸大学グリークラブは約四十年前神戸高商時代に生れた。その后、商大、経大時代を経て現在に至るが、その年

年の成果を合唱祭、コンクール、或いは定期 リサイタル等で発表して好評を得ている。叉夏期休暇を利用して、山口

松山、金沢等各地で行つている合宿練習及び演奏会では、幅広いレパートリー、技術の向上、メンタル′ヽ一モニーの

醸成と共に文化交流をも意図している。

現在部員七十名、学舎分散の不利を克服して若々しい清新なコーラスの完成を目指している。

三 大 学 合 同 オ ー ケ ス トラ

云 うまでもなく神戸大学、一橋大学、大阪市立大学の三校のオーケストラによつて形造られて居 り、団員も 100名

に達している。戦前の華やなかな活躍をうけついで昭和27年に第一回演奏会を神戸で開き、以后 「未完成J「 運命」

等好評を博している。

今年は独奏者に塚本保子氏を迎えての大演奏会であり大いに期待される所である。

塚 本 保 子

神戸女学院音楽部ピアノ科本科及

び研究科を卒業、原智恵子氏に師事

され、現在は神戸女学院音楽部ピア

ノ科講師として後進の指導に当る一

方演奏家として活躍しておられる。

尚、昨〔「秋には神戸大学交響楽団

第六回定期演奏会に同交響楽団とグ

リークの協奏山を協演して好評をは

く tンナこo

御入学 ・御結婚 ・文化生活の御計画実現のために

兵 互銀行
神 戸 市 生 田 区 三 宮 町 一 丁 目


